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今回の移転で50セット以上を導入したテレビ会議システム。
現在、積極的な海外進出を行っており、海外とのやり取りに効果的に活用している。

29階の商品系の部署と28階の商品検討スペースやライブラリーとを結ぶ内階段。
移動がスムーズに行えるため利便性が高い。

活気あふれるオフィス風景。
フットワークがよく、他の人の席に行ってその場で打合わせを始める社員が多いのが特徴的だ。

経営者を育成するための研修サロン。内外の講師とのディスカッションが常に行え、
企業理念の浸透や拡散に繋がるような仕掛けづくりをしている。

FRMIC（ファーストリテイリング・マネジメント・イノベーションセンター）と呼ばれる研修施設。
写真はセミナールーム。

商品系部署の執務室と商品検討スペース。企画開発の検討後、パタンナーが見本を制作するエリア。そのためライブラリーやサンプル庫も設置されている。
29階の関係性の高い部署とは内階段で結ばれており、検討会議もスムーズに行なっている。

通路スペースをしっかりと確保した29階のオフィス。
縦横斜めとどこにでも移動しやすいレイアウトになっている。
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先進オフィス事例  オフィスを経営の力に

株式会社ファーストリテイリング　    東京本部



プロジェクトによって自由な組み合せ可能なデスク。

　そのような考えから検討を重ね、最終的にまとまったデスクレイアウトのプラ
ンが「緩やかなグループアドレス」と呼べるものだった。
「使い方は組織（部署）ごとに任せます。与えられたゾーン内では自由に移動

して構いませんし、上司が必要と考えれば座る席を指定する。つまり、マネジメ

ントや部下の成長を支援しやすいスタイルを実現していくというものです」

（植木氏）
　この方針を支援するため、具体的なレイアウトも多様な働く場を実現するも
のになっている。
「最近は島型デスクレイアウトによるユニバーサルプランが多いですが、それ
では座るスタイルがみんな同じになってしまいます。そこで、整然と並んだ4人
席、自由に接続できる台形のデスク、カウンター席、ミーティングスペースなど
を組みあわせた『自由に変化されられる』レイアウトにしたのです」（加藤氏）

　フロア全体を見回すと、センターのキャスター付台形テーブルが目に付く。
1人席から6人席ぐらいまで自由に構成できることで、社員たちはプロジェクト
や業務スタイルに合わせてレイアウトを変えていける。
「もともと動きの多い会社なので、このテーブルは正解でしたね。前のオフィス
を見て最初に気づいたのは、この会社では他の人の席に行ってその場で打
ち合せを始める社員が非常に多いということです。島型のレイアウトではその
場での打ち合せがやりにくくなります。その点、こういうオフィスであれば、縦横
斜めとどこにでも移動して、すぐに情報交換ができるのです」（加藤氏）
　そして当初の目的であるマネジメントの強化とそれによる教育は、確実に成
果を上げはじめているという。
「上司が育成したい部下を近くの席に置くことでみっちり指導できますし、逆
に仕事を任せているときは自由に席を選ばすこともできる。緩いグループアド
レスは目的に合った場をつくりやすいオフィススタイルなのです」（植木氏）
　植木氏自身、新オフィスに移ってから、部署の内外に関わらずコミュニケー
ションの時間、特に隣の部署の部長とマネジメントや仕事、たわいのない話
題等も含めて確実に増えているという。

　 「可視化」の効果を維持しながら
 　コミュニケーションスタイルを多様化

　それでは、ファーストリテイリングの新しい東京本部オフィスの全容を紹介
しながら、経営課題とオフィス戦略の融合がどのように進められたのかを見て
いこう。
　まず、1階エントランスフロアから33階までは高速の直通シャトルエレベー
ターで直結し受付と商談室を設けることで、社外との距離感を縮めることに
成功している。そしてまた、このフロア計画も前テナントの施設をほぼそのまま

継承するという大胆なものだった。
「このフロアはそれまで別の企業が使っていました。本来、一旦原状回復しな
ければならないのですが、施設のほとんどがそのまま使用できるほどきれいな
状態でした。たまたま前テナントのプランも当社が手がけたこともあって、細
部にわたる設計についても手に取るように分かる。施設構成もファーストリテ
イリングのニーズとも合っていた。そこで貸主、借主、前借主との3社協議の
結果、最小限の仕様変更だけで終わらすことができました。環境への影響を
考えても最良の選択であり、既存の常識にとらわれなかった3社の判断は正
しかったと思いますね」（伊澤氏）
　そして33階と内階段でもつながる34階が商談室と会議室、そして社員食
堂を兼ねたカフェテリアとなる。

「六本木は、飲食店自体は多いのですが、昼時は混んでおりお店を見つける
のが大変です。そこで社員食堂を設置することにしたのです。ここも前テナン
トがカフェテリアとして使っていた施設をそのまま利用させていただいたので、
ほとんどコストをかけずに開設できました」（植木氏）
　席数は約250席で、外出している人などを除けば3回転ほどで全員が食事
をできる。また夜に社内の懇親会を行うなど、コミュニケーションエリアとして
の多用な利用が可能だ。
「コミュニケーションスタイルの定義づけというのもオフィス戦略を考えていく
中でクローズアップされてきましたが、食堂はまさにそれを実現する施設の一

つですね。昼食時に偶然顔を合わせることにより、部署やチームの枠を越え
て交流を深められる。懇親会にしても、外に会場を借りていたときには忙しい
人はついついパスしてしまいますが、同じ社内なら仕事の合間に短い時間で
も顔を出しやすい。つまりこれも、新たな『場』が可能にした新しいコミュニ
ケーションスタイルなのです」（植木氏）
　フロア構成の説明を続けよう。
　32階はファーストリテイリング・マネジメント・イノベーションセンター
（FRMIC）と呼ばれる研修施設で、これからの経営者を育成するためのさま
ざまな教育が行われる。ライブラリーやセミナールーム、コーチングルームなど
を設けるだけでなく、一橋大学との協力関係を築き、講師を派遣してもらって
いる。そして31階が役員エリアと管理系部門の執務室、30階がグループ会
社の執務室、29階が商品系部門などの執務室と続く。

「28階と29階は内階段でつなぎ、商品系部門の執務室兼商品検討ス
ペースとしました。ここも、移転前のオフィスから進化したスペースの一つで
す」（加藤氏）
　九段下のオフィスでは、「可視化」を強く推進するために、デザイナーやパ
タンナーなどの商品系部門のワークスペースは店舗のようなイメージにし、常
に商品やサンプルに囲まれながら仕事ができるようにした。もちろん企画や
営業担当の社員も多く出入りし、商品を前にして検討会などが繰り広げられ
てきたのである。
「確かに可視化の効果はありましたが、人や物を1カ所に集めるスタイルは、
便利な一方で問題もありました。議論が白熱してついつい大声になる新商
品の検討会の近くで事務作業をするのはけっこう大変です。このため新オフ
ィスでは商品やサンプルが置かれているスペースと執務室のフロアを分け、
いろいろな場所でいろいろな働き方ができるようにしましたが、その間の移動
がしにくくなると可視化の効果もないので、約1000坪のフロアに2カ所の内
階段を設けたのです」（植木氏）
　内階段はここと受付フロアだけだが、それでも縦の移動が不便にならない
ような工夫はしている。
「中層階用のシャトルエレベーターは21～32階をつないでいましたが、それ
を33階にも行けるようにしてもらうことで、28～33階のバンクはほぼ専用の
エレベーターのように使えます。また、若い社員が多く前のビルでも出来るだ
け階段で移動することを指導していたので、ここに来ても違和感無く階段を
利用していることもあり、今のところ移動に関する不満の声は聞かれません。
何事も日ごろの指導・躾の賜物かなと思っています。（笑）」（植木氏）

33階受付。奥にはいくつもの商談スペースが設けられている。

10時に開店する社員食堂を兼ねたカフェテリア。

32階に設けられた研修施設内のライブラリー。

29階のオフィス風景。

 　スピード経営とグローバル化を支える
 　情報共有・情報伝達のツール

　さらに、急速な海外進出を支えるのが、テレビ会議システムの大幅な増設
だ。オフィスの一角でも予約なしにすぐにテレビ会議が利用できる。現在、フ
ァーストリテイリングには約1200名の社員が勤務しているが、この人数に対
して50セット以上のテレビ会議システムが導入された。これは旧オフィスの
約5倍にあたる。
「4月2日にロシアの1号店をモスクワにオープンするなど、私たちは今、積極
的な海外進出を進めています。テレビ会議であれば瞬時に海外とつないで
情報の交換や意志の共有ができる。つまりオフィスの設備から業務や経営
のスピードアップを支援できるのです」（植木氏）
　同様の目的から、それまでのPHSによる社内電話システムを廃止し、全社
員(1,200人)にソフトバンクモバイルのiPhoneを支給。情報伝達のスピード
アップを図っている。
「これまでの携帯電話とは比較にならないほど画面が大きく、メールで伝えら
れる内容は何倍にも増えたように思います。通信費はそれだけかかりますが、
スピード化と業務品質のさらなる向上が実現できれば有効な投資になるは
ずです」（植木氏）
「コストパフォーマンスを考えたらこれが成功かどうかは、まだわかりません。し
かし、まずは試してみて検証してみようという空気がこの会社にはある。だから
こそ、オフィスにおいてもさまざまなチャレンジが可能だったのです」（伊澤氏）
「実は役員同士のコミュニケーションも高めるため、31階に社長室とつなが
る専用エリアを設け、そこに集まってくることを期待していたのですが、執務
室における部下とのコミュニケーションが予想以上に充実したものになった
せいか、ほとんど寄りつかない状況が続いています。これはこれで対策を考え
なければならないものの、まずは上司が部下を直接指導し、育てていくための
態勢づくりはできたのではないでしょうか」（植木氏）
　ファーストリテイリングの新しい東京本部は、先進の先を行く超先進オフィ
スと呼べるものになったといえる。しかしもちろん、そこがゴールではない。
「『日本発 世界一』を目指して成長を前提とする企業にとって事業や組織は
固定的なものではありません。当然、オフィスもこれらの変化や新しい経営
課題に合わせて最適化していく必要があります。私たちはオフィス戦略にお
いても、常に進化していける企業でありたいと思っているのです」（植木氏）
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先進オフィス事例  オフィスを経営の力に

株式会社ザッパラス　　本社オフィス先進オフィス事例  オフィスを経営の力に
社員が自然に集まってくる公園のような広場が
事業の垣根を越えた「情報交流の舞台」になる

2000年3月に設立された株式会社ザッパラス（当時の社名はサイバービス
株式会社）は、携帯電話向けのデジタルコンテンツの企画制作・開発・運営や
オンラインショッピングサイトでファッション、雑貨、スイーツなどを販売する
などモバイルインターネットを通じたさまざまな事業を展開している。現在で
は、Mixiアプリやモバゲータウンなどへのソーシャルゲーム提供や海外市場
への進出など事業領域を拡大し、その勢いは止まることを知らない。2006
年7月に現在の恵比寿ビジネスタワーの７階に本社オフィスを移設。その後
も予想を上回るペースで組織の拡大が続き、今年2月に2階フロアを増床。
それを機会に、「増員に合わせたスペースの拡大だけではなくコミュニケー
ションの活性化につながる新しい空間を設置したい」と大胆なオフィス改革
を実施している。

■ マグネット効果のある広場を

広いフロアを活かすには全体が見通せるだけではなく、社員が自然に集まるスペー

スも重要。ザッパラスでは立木と周囲の植栽で公園のような空間を実現している。

またエレベーターホールから続く動線上に設けたことで日常的に社員が集まり、組織

横断的な交流が行われている。

■ 情報交換のスタイルを多様に

会議室、打ち合せスペース、コミュニケーションゾーンとさまざまな目的や機会によっ

て使い分けられる交流の場をオフィス内に設けることで組織は活性化していく。会議

室は少人数用のものや誰もが発言しやすくなる円卓のものなどバリエーションを増

やしている。

■ オフィス家具はリサイクルできる

汚れやすい椅子も5分ほどの洗浄で新品に近い状態になる。コストも買い換えの10

分の１程度とリーズナブル。ザッパラスではコスト削減、環境負荷削減の両面から検

討し実行した。

株式会社ザッパラス
管理本部　総務人事部
部長

江村尚志氏

株式会社ザッパラス
管理本部　総務人事部
サブリーダー

田沼義和氏

株式会社ザッパラス　本社オフィス

　 全体を見通せるオフィスが
　 組織を活性化する切り札に

 2000年3月に会社設立、2005年5月に東京証券取引所マザーズへ上
場、2009年2月に東京証券取引所市場第一部へ市場変更……。
　沿革の一部を見るだけでも株式会社ザッパラスの急成長の軌跡がよく
わかる。
「2004年に携帯電話向けのデジタルコンテンツの提供に事業を集中させ
たことが大きな飛躍を遂げるきっかけになりました。その後、オンラインショッ
ピングやモバイル広告、ソリューション提案など情報ツールとしての携帯電
話の可能性を広げていき、新しいビジネスの展開につながったのです」（総
務人事部長・江村尚志氏）
　そして組織の拡大が続く2006年7月、中目黒（目黒区）のオフィスから移
転を決意する。
「そのころは全社で150人ほどの規模でした。ビルの2階と4階を借りていた
ため、社内のコミュニケーションに大きな問題があったのです」（江村氏）
　それほど大きな組織でなくても、事業部門ごとにフロアが分かれると交流
の機会はどんどん失われていく。当時の様子を江村氏は「まるで別の会社
みたいだった」と語る。

「若くて元気のいい会社のはずなのに、これではいけないと思い、移転によ
る統合を考えました」（江村氏）
　立地として候補にあがったのは渋谷か恵比寿だった。
「IT系の企業はこのエリアに集まる傾向があるのですが、ちょうどいい広さの
ビルが少なかった。幸い、今の恵比寿ビジネスタワーの7階フロアが空くこと
になり、これは大きなチャンスだと思ったのです」（江村氏）
　このとき、新しいオフィスを構築するにあたり、ポイントとなったのは次の3
点だった。

1.フロア全体を見通せるレイアウトにして交流を促進する。
2.会社のイメージをアピールできるデザインを採用する。
3.今後の増員に対応できる仕組みにする。

　1番目の項目は、ワンフロアに統合したメリットを最大限に活かす工夫だ。
「内部にパーテーションは設けず、端から端まで見通せるオフィスにする。役
員たちの席は窓際にオープンな状態で設置することにより、社員との接点を
広げました。またマネージャークラスの席は特別に設けず、島型対向レイア
ウトの中に組み込むようにしたのです。このような改革を行ったことで、組織
のフラット化に大きな効果があったように思います」（江村氏）

　続いて2番目の項目は、外に向けたデザイン上のポイントだ。　
「ザッパラスは携帯電話の占いサイトの運営で知られていることから、どうし
てもエンタメ志向のベンチャー企業だと思われがちです。しかし、実際には
マーケティングデータに基づいた品質の高いサービス企画が当社の強みで
あるため、エンタメをイメージさせるものではなく、知的で安心感を与えられる
イメージで統一しました」（江村氏）
　自慢の一つがエントランス正面の社名入りの仕切り壁で、高級感のある
パール仕様を実現するために自動車と同じ塗装を施したという。

　江村氏と一緒にオフィス改革プロジェクトを進行してきた田沼義和氏も
同じ方針だった。
「それまでもいくつかの打ち合せブースがありましたが、どうしてもブースに近
い人たちの専属スペースみたいになってしまい、自由な交流はなかなか生ま
れません。部署が違ってもモバイルというツールを使ってビジネスを展開して
いるという点では共通なのですから、組織横断的な人の出会いを演出でき
るオフィスにしたいと思ったのです」
　そして生まれたのが、2階と7階の両フロアに設けられた「オープン・コミュ
ニケーション・ゾーン」だ。
「エレベーターホールからつながるエリアを広場のようなスペースにしたの
で、誰もがそこを通ることになります。しかもシンボルとなる立木と植栽を中
央に置き、周囲にファミレス風のベンチや、カフェ風のテーブル、バー風
のカウンターなどバラエティに富んだコーナーを設けたのです。その結果、
仕事の打ち合せや昼食などに使われるだけでなく、たまたま知りあいを見か
けて話し込むといった風景が普通に見られるようになりました」（田沼氏）
　緑の葉を湛えた立木はまるで公園のようだ。「フロア内であればどこにい
ても視界に入り、社員も集まりやすくなるのでは･･」といった江村氏や田沼
氏の思惑通りに賑わいのスペースに変身した。
「最初は巨大な水槽を置き、水族館のようにするといったアイデアもありまし
た。しかしオフィスに大量の水を持ち込むと管理上のさまざまな問題が発生
するうえ、導入とメンテナンスの費用もかなりかかってしまいます。その点、立
木や植栽は大きなものでも水槽とは比べものにならないくらい安く抑えられ
ます」（江村氏）
　オープン・コミュニケーション・ゾーンには、ほかにもテレビやマガジンラック
を設置することで、人が集まるマグネット効果を高めるようにしている。
「テレビは、ニュース番組を流し続けることで従業員に情報感度を高めても
らうようにしています。さらにオリンピックのようなイベントがあればそれを楽し
むこともできます。フィギュアスケートのときは社長を含めて多くの社員が集
まり、盛りあがっていましたね（笑）」（江村氏）
　ザッパラスでは個人個人が責任を持ってプロジェクトを進行しているの
で、時間の使い方は本人に任せているという。
「社員が雑談しているのは無駄なように見えますが、実は新しい価値を創造
する第一歩なのです。その効果はわかっているので、今後、どんなに人数が
増えても、このスペースを無くすつもりはありません」（江村氏）

「インテリアにそんな塗装をする人はいないようで、自動車修理工場の方に
頼み込んでやってもらいました。作業はかなり大変だったのですが、出来映
えには非常に満足しています」（江村氏）
　会社が訴求したいイメージをオフィスデザインで社外に伝える戦略は、採
用にも大きな効果を発揮するという。
「オフィス見学を実施すると、ほぼ全員の方が当社のオープンな社風をすぐ
に理解します。つまり、オフィスデザインは重要な採用PRツールでもあるの
です」（江村氏）
　そして3番目の項目については、個人デスクが並ぶ島型対向レイアウトの
間に打ち合せ用のテーブルをいくつか設置しておき、バッファスペースとした。
「この部分はデスクの増設を可能とし最大250人までは対応できるように
設計しました。ところが予想より早い段階で組織の拡大が進み、オーバーす
ることが確実に。同じビルの2階が空いたのを機会に増床に踏み切ったの
です」（江村氏）

　 人は自然に樹木の周りに集まる
　 マグネット効果で交流の促進へ

　今年2月、2階フロアの新設にあたり7階も含めたオフィスの総合的なリ
ニューアルを行った。
「7階フロアの約360坪に加えて2階フロアの面積は約254坪。このス
ペースを有効に活用していくことで、オフィスに関するさまざまな課題を解決
していけると思いました。幸い、日頃から従業員の声が入ってきやすい会社
ですので、改革案はすぐに思いついたのです」（江村氏）
　最大のポイントはインフォーマル・コミュニケーションの促進だった。
「オフィスをワンフロアにしたことで交流の機会は広がったものの、会議室で
のフォーマルな会議中心のため情報交換のチャンスは限られていました。そ
こで、もっと突発的な人と人との出会いを活用し、雑談の中から新しい仕事
のヒントが生まれるようなオフィスにしようと考えたのです」（江村氏）

プロジェクト概要

はやわかりメモ
エントランス正面の仕切り壁。

2階のコミュニケーションゾーン。オフィスの中心にある立木は季節ごとに変更する予定だ。



円卓テーブルを備えた7階の会議室。上下関係を見
えにくくし、自由な発言をさせやすくするというメリットが
あるという。

中央の立木が特徴的なオープン・コミュニケーション・
ゾーン。ミーティングゾーンとランチゾーンに分けて多
くの社員が集まる工夫をしている。

オープン・コミュニケーション・ゾーン内のバー風のカウ
ンター。動線上に設けたことで組織横断的な交流が
生まれている。

新入社員研修などに多く使われる2階のセミナールーム。
毎年定期的に採用が行われるザッパラスならではの施設である。

2階窓際に設けられた少人数用の打ち合せゾーン。
ザッパラスのオープンな社風を反映させた開放的な空間である。

コンテンツ制作部門を集めた2階フロア。比較的に年齢層の若い女性社員が多い。
雑談の中から新しい仕事のヒントが生まれているという。

7階執務室の全景。管理部門や事業戦略など、より
ビジネス志向の強い部門を集めたため比較的年齢
層が高く落ち着きのある雰囲気を持つ。

予想以上に社員同士の交流が増えているオープン・コミュニケーション・ゾーン。

7階

　 誰もが発言しやすい円卓会議室
　 家具を清掃するという新発想

その他、ザッパラスの新オフィスにおける工夫をまとめておこう。

●フロアの性格付け
　2フロアの構成は基本的には似ているが、全体のカラーリングなどを工夫すること
で印象を変えるようにした。
「7階は管理部門や事業戦略など、よりビジネス志向の強い部門を集め、2階はコン
テンツ企画制作に関わる部門を集約させました。つまり、年齢層が比較的高く落ち着
きのある7階と、若くて元気な2階というデザインコンセプトにしたのです」（江村氏）
　フロアのキャラクター付けをすることで、社員たちにも意識を変えてもらうようにして
いるという。
「できるだけ社員同士の交流を増やすためには、フロア別に違うイメージにすることが
大事だと思います。私は人事担当で社員面談をする機会が多いのですが、そういうと
きは、あえてその社員の席のあるフロアとは別のフロアに呼ぶようにしています。そう
いう工夫によって、自然に行き来が増えれば、デザインの違いがいい気分転換になる
はずです」（江村氏）

●円卓および少人数用の会議室
「円卓は通常の角型テーブルに比べてスペースが必要になりますが、上下関係が見
えにくくなり自由な発言をさせやすいなどのメリットがあります。このため円卓の会議室
をかなり多めに用意しました」（江村氏）
　そのほか、2～3人でブレーンストーミングを行うのに適した少人数用の会議室も備
えている。

●家具のリサイクル
　オフィスのリニューアルにあたり家具を一新する企業は多い。特に汚れが目立つ椅
子は4～5年で買い換えるケースが少なくないが、ザッパラスでは岡村製作所（サー
ビスはオカムラサポートアンドサービス：http://osas.okamura.co.jp/index.html）
のオフィスクリーニングを利用してリサイクルを行った。
「バキューム式洗浄機を使用してクリーニングするもので、初めて利用させていただ
きました。手垢などで汚れていた椅子が5分ほどの洗浄で新品と見間違えるほどき
れいに。価格も新規購入と比べて10分の１程度ですから、大幅なコストダウンがで
きます」（田沼氏）

　2月のオープン以来、社内からの評判もいい新オフィスだが、江村氏たちはこれか
らもアンケート調査などを実施し、より使いやすいワークスペースの実現を目指してい
くという。
「今回のリニューアルの目玉であるオープン・コミュニケーション・ゾーンが予想以上の
効果を発揮しており、オフィスが経営の力になることを改めて知りました。オフィスが変
われば組織も人も変わっていく。それだけに、もっと工夫ができないか、これまで以上
に考えるようになりました」（江村氏）

先進オフィス事例  オフィスを経営の力に

株式会社ザッパラス　　本社オフィス




